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Abstract: The Sozudai paleolithic site was discovered by professor Chosuke Serizawa in the spring of 
1964.Re-excavations of the Sozudai site are the 6th and 7th investigation in 2001 and the 8th term in 
2002. The Sozudai paleolithic site is an important Paleolithic site in Japan. The author observed and 
studied most specimens of the Sozudai site. The author increased two types of stone artifacts on 
the process of stone processing of stone tool (Operation chain) by the classifications of Professors 
Chosuke Serizawa and Toshio Yanagida. It is manuport and chunk two types. The general features 
of the artifacts are summarized as follows: Most raw material of stone artifact was made of quartz 
rhyolite and quartz vein. Direct hammer flaking and bipolar flaking were main techniques, anvil 
flaking was employed occasionally. The alternant percussion of direct hard hammer percussion is 
one important feature at the Sozudai site. The stone tools are scrapers, points, choppers, chopping-
tools, proto-handaxes, burins, notches and awls etc. Tool blank are predominantly flakes. Most of 
the tools were crudely trimmed by hard hammer percussion, some of tools were crudely trimmed by 
the alternant percussion. The majority of the retouch occurred on dorsal and ventral of the blanks 
and alternant retouch. The form and technique of assemblage the Sozudai site are similar to the 
Xujiayao paleolithic site in China. The Paleolithic culture in Japan may originate the paleolithic 
culture in North China. The indirect percussion may originate the bipolar technique. The bifacial 
retouch may originate the alternant percussion of direct hard hammer percussion.





















1965 年にはその調査報告書が発表された。1968 年 9 月 3






























2001 年 5 月、日本考古学協会は特別委員会を設立し、藤
村が調査研究で関与した各地方の 184 ヶ所の遺跡のうち
の 178 ヶ所について、各行政とともに検証をおこなった。

























早 水 台 遺 跡 で は 1953 年 か ら 2002 年 に か け て 8 次 に
わたる調査が行われたが、その調査主体は大分県教育委
員会（第 1-3 次）、古代学協会（第 4 次）と東北大学（第
5-8 次 ） で あ る（ 柳 田・ 小 野　2007）。 早 水 台 遺 跡 は 日
本の九州地方大分県速見郡日出町、北緯 33 2゚1′、東経
131 3゚2′に位置する（図版 1-1）。1964 年に芹沢長介たち
は当遺跡を発見し、発掘調査を行った。芹沢は遺跡から
出土した約 500 点の資料を研究し、1965 年 3 月には研究
報告を発表した。芹沢は遺物を礫器、破砕した礫（チャ















東北大学は 2001 年 2 月 27 日から 3 月 8 日まで第 6 次
発掘調査を、同年 9 月 15 日から 27 日まで第 7 次発掘調査
をおこなった。二回の発掘成果は 2007 年の東北大学総合学
術博物館研究紀要第 7 号（Bulletin of the Tohoku University 
Museum）に発表された（柳田・小野ほか　2007）。これら





















第 5 層中のテフラ同定により、5 万年前から 11 万年前まで
に位置づけられるとし、さらに日本九州島の石器群との比































当した。その時の発掘調査は２x ２ｍのグリッドを 168 個
設定し、発掘面積は約 672㎡であった。
1976 年の許家窯遺跡の発掘では、人類化石 9 点、石器
13,650 点が発見された（賈蘭坡ほか 1979）。1977 年の中国
科学院古脊椎動物与古人類研究所のチームの発掘調査では、
人類化石 8 点、文化遺物 8,657 点が発見された。
1979 年の中国科学院古脊椎動物与古人類研究所チームの









遺跡から発見された人類化石は計 20 点あり（図版 5-1）、
そのうち子供の上顎骨が１点、年齢が異なる頭蓋骨 12 点、
後頭骨２点、側頭骨と下顎骨各１点、上臼歯 2 本と下臼歯
1 本がある。これらの人骨はそれぞれ約 10 体の人体に属す





短く、平均年齢は約 20 歳である。許家窯人の中には 7 歳の






出土した石器は計 24,315 点である（1974 年 589 点、1976













器は約 1,000 点ある（図版 7-1）。球形石器の加工に使われ
た石材は主に石英と火山岩、次いで花崗岩と石英脈岩、砂岩、
さらに少量ながらメノウとチャートなどもある。研究され












1977 年に出土した馬の化石は、上、下頬歯だけで 4,300 本



















































ウ ラ ン 系 列 年 代 測 定 法 に よ る、 許 家 窯 遺 跡 の 年 代








































A. 剥片　1-3. 平坦打面の剥片　4.5. 打面の稜を利用して剥離した剥片　6-9.「調整打面」の剥片　B. スクレイパー　1.2. 直






A. 尖頭器　1.2. 鋸歯状尖頭器　3.4. 鼻状尖頭器　5.6. 嘴状尖頭器　7. 両面錯向加工尖頭器　B.　1. エンドスクレーパー / 尖
頭器　2.3. 大棟状彫刻刀形石器　4-6. 斜辺彫刻刀石器 7.8. 小形石錐
図 4　許家窯の石器
許家窯石核
























































































































































































層の B-C 層と第 4 層は日本の前期旧石器時代に属すると考
えた（宮守村教育委員会 1986、2005）。第 3 層の B-C 層の
年代は 5 万年前から 3 万 5 千年前の間であり、第 4 層の A
層の年代は 9 万年前から 5 万年前までである。岩手県金取
遺跡第 3 層の B-C 層と第 4 層から出土した石器は、中国山









ラ分析の結果から、早水台遺跡の石器群は 5 万年前から 11
万年前までであるとしている。さらに、この研究者は日本
九州島の石器群の対比研究に基づいて、早水台遺跡の石器
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図版 1　早水台遺跡チョパー、チョピングトゥール、両面加工石器（柳田・小野 2007 より）
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図版 6-1　許家窯旧石器遺跡縦長剥片（腹面） 図版 6-2　許家窯旧石器遺跡縦長剥片（背面）
図版 6-3　許家窯旧石器遺跡拇指形スクレイパー A 面 図版 6-4　許家窯旧石器遺跡の拇指形スクレイパー B 面
図版 6-5　許家窯旧石器遺跡直刃スクレーパー 図版 6-6　許家窯旧石器遺跡凹刃スクレイパー
図版 6-7　許家窯旧石器遺跡チョピングトゥール 図版 6-8　許家窯旧石器遺跡ピック
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図版 7-1　許家窯旧石器遺跡球形石器 図版 7-2　許家窯旧石器遺跡骨剥片
図版 7-3　許家窯旧石器遺跡骨器 図版 7-4　許家窯旧石器遺跡骨器






図版 8-1　早水台旧石器遺跡粗型手斧 A 面 図版 8-2　早水台旧石器遺跡粗型手斧 B 面
図版 8-3　早水台旧石器遺跡チョピングトゥール 図版 8-4　早水台旧石器遺跡チョピングトゥール
図版 8-5　早水台旧石器遺跡円盤形石器 A 面 図版 8-6　早水台旧石器遺跡円盤形石器 B 面




図版 9-10　剥片 図版 9-11　剥片
図版 9-2　尖頭器 図版 9-3　尖頭器
図版 9-4　スクレイパー 図版 9-5　エンドスクレイパー 図版 9-6　円盤形石器
図版 9-7　円盤形石器 図版 9-8　剥片 図版 9-9　剥片
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